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ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
う
え
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
事
業
実
施
に
当
た

り
、
会
員
の
皆
様
と
伴
に
本
協
議
会
が

発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
、
願
い
を
込
め
て

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
四
月
二
十
二
日
の
総
会

に
於
い
て
、
報
告
事
項
の
承
認
及
び
決

議
事
項
は
、
新
年
度
の
事
業
計
画
・
収

支
予
算
等
を
審
議
い
た
だ
き
、
賛
成
多

数
で
ご
承
認
を
賜
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
茨
城
県
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
協
議
会
は
、
県
内
六
支
部
が

一
体
と
な
っ
た
運
営
に
向
け
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
協
議
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
県
内
各
支
部
か
ら
発
信
さ
れ

ま
す
研
修
会
等
の
最
新
情
報
を
取
得
さ

れ
、
積
極
的
に
研
鑽
さ
れ
ま
す
よ
う
ご

期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
へ
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

公
認
の
有
資
格
者
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

等
の
指
導
者
は
、
次
元
の
高
い
よ
り
良

い
指
導
者
と
し
て
指
導
方
法
を
研
鑽
さ

れ
、
理
想
の
指
導
者
へ
の
道
を
歩
ま
れ

ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
は
、
茨
城
県
内
各
市

町
村
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
三
十

一
年
に
開
催
実
施
さ
れ
ま
す
、
第
四
十

七
回
国
民
体
育
大
会
茨
城
大
会
の
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
が
実
施
さ
れ
、
県
内
各
市

町
村
行
政
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
我
々
有
資
格
者

は
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
し
、
ど
の

様
な
些
細
な
事
柄
で
も
真
摯
に
支
援
出

来
う
る
体
制
に
い
た
し
た
い
も
の
で

す
。
会
員
皆
様
の
茨
城
国
体
へ
の
ご
支

援
・
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

末
尾
で
あ
り
ま
す
が
、
公
益
財
団
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
発
信
す
る
情

報
に
注
目
さ
れ
、
指
導
体
制
に
対
し
万

全
の
対
応
を
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
に
な
く
暑
い
夏
、
異
常
気
象
と

言
え
る
猛
暑
の
毎
日
で
す
。

　

今
年
、
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

の
総
務
委
員
会
の
役
を
頂
き
ま
し
た

が
、
組
織
の
中
で
余
り
お
役
に
立
て
て

無
い
現
実
に
反
省
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
規
約
の
改
善
や
改
革
を
、
総
務

委
員
会
の
中
で
少
し
で
も
提
案
出
来
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

三
十
年
度
、
第
三
回
全
県
研
修
会
が
、

八
月
の
暑
い
中
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
協

議
会
の
役
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
は
、

敬
意
を
表
す
と
と
も
に
無
事
終
了
出
来

ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
空
手
道
専
門
部
の
役
員
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
高
校
空
手
の

指
導
員
と
し
て
生
き
甲
斐
を
感
じ
日
々

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
二
〇
二
〇

年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
大
会

に
実
施
競
技
に
正
式
に
採
用
さ
れ
、
空

手
界
の
念
願
が
や
っ
と
叶
い
二
年
後

の
開
催
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
礼
節
や
伝
統
に
培
わ
れ
た
世
界

に
誇
る
武
道
を
積
極
的
に
交
流
し
、
友

好
の
場
が
広
が
る
事
を
、
空
手
を
愛
す

る
一
人
と
し
て
大
い
に
期
待
し
て
い
ま

す
。日

本
で
は
今
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
レ
ス

リ
ン
グ
協
会
、
ボ
ク
シ
ン
グ
協
会
、
ア

メ
フ
ト
協
会
な
ど
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク

ハ
ラ
の
不
祥
事
が
、
大
き
な
社
会
問
題

と
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
者
と
し
て

情
け
な
く
、
憤
り
を
強
く
感
じ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
青
少
年
の
育
成

と
ス
ポ
ー
ツ
界
の
発
展
の
た
め
に
、
微

力
な
が
ら
良
い
方
向
に
向
か
え
る
よ
う

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の

う
え
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
度
、
本
協
議
会
の
役
員

（
顧
問　

県
体
協
）
と
な
り
ま
し
た
の

で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
時
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で

二
巡
目
の
茨
城
国
体
が
来
年
開
催
さ
れ

ま
す
。
県
内
で
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
機
運
の
醸
成
が
図
ら
れ
、
ス
ポ

ー
ツ
へ
の
関
心
が
日
々
高
ま
っ
て
く
る

の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
再
来
年
に
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
と
北
関
東
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
も
開
催
さ

れ
、
我
々
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
者
と
し

ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン

ト
の
成
功
に
も
期
待
を
せ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
先
頃
ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
日

本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
介
し
て
、
運
動
部

活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
つ
い
て
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。
運
動
部
活
動
は
、
生
涯

に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
参
画
の
基
盤
づ
く

り
と
競
技
力
向
上
の
両
面
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今

照 

沼 

一 

美

　

会 

長

会
長
ご
あ
い
さ
つ

小 

堀 
英 
樹

　

中
央
支
部

総
務
委
員
長
ご
あ
い
さ
つ

茨
城
県
体
育
協
会
あ
い
さ
つ

橋 

本 

晃 

輝 

　
茨
城
県
体
育
協
会

　
　
　
　

事
業
課
長
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後
、
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
、
多
様

な
形
で
最
適
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
、

適
切
な
運
営
等
に
係
る
取
り
組
み
が
検

討
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
日
本
ス
ポ
ー

ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
資
格
を

有
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
常
に
進
取
の
気
質
と

柔
軟
な
考
え
方
を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
と
し
て
資
質
の
向
上
を
図
り
続
け

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
茨
城
県
民
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
に
邁
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

昨
年
の
三
月
に
（
公
財
）
茨
城
県
体

育
協
会
を
再
任
用
任
期
満
了
に
よ
り
退

職
し
、
以
降
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
仲
間
の
方
々
と
交
流
等
を
楽
し
ん
で

い
た
折
、「
協
議
会
の
顧
問
」
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
体
育
協
会
在
職
中
は
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
育
成
、
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
の
育
成
事
業
に
担
当
と
し
て
か
か
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振

興
事
業
を
指
導
者
協
議
会
と
と
も
に
と

の
目
標
で
あ
っ
た
事
も
あ
り
、
協
議
会

の
皆
様
に
は
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
世

話
に
な
っ
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
事
業
担
当
し
始
め
た
頃
に
、
特

別
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
要
請
講
習
会

修
了
者
に
Ｃ
級
・
Ｂ
級
指
導
者
資
格
の

種
類
が
あ
り
、
全
て
集
合
講
習
会
の
為

講
師
先
生
の
日
程
や
会
場
確
保
の
調
整

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
資
格
更
新
の
為

の
義
務
研
修
実
施
に
あ
た
り
、
参
加
人

数
が
多
く
茨
城
県
武
道
館
を
利
用
し
、

変
則
設
定
の
会
場
で
開
催
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

当
時
の
協
議
会
の
皆
様
に
は
、
会
場

設
営
か
ら
事
業
運
営
へ
の
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
の
協
議
会
の
運
営
は
、
会
長
を

中
心
に
広
く
全
国
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
組

織
と
連
携
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
活
動
に
関
わ
る
新
し
い
情
報

が
入
り
、
県
内
の
県
北
支
部
の
会
報
発

行
、
水
戸
支
部
・
中
央
支
部
の
独
自
研

修
会
の
実
施
、
鹿
行
支
部
の
地
域
交

流
、
県
南
支
部
の
指
導
者
へ
の
情
報

提
、
県
西
支
部
の
地
域
交
流
事
業
協
力

と
、
各
支
部
が
地
域
特
性
を
活
か
し
独

自
に
企
画
・
運
営
が
出
来
る
組
織
に
発

展
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
体
育
協
会
か
ら
受
け
る
補
助
金
を

も
と
に
、
六
支
部
へ
支
給
さ
れ
る
財
源

に
よ
る
支
部
活
動
に
対
し
、
ご
尽
力
く

だ
さ
る
協
議
会
会
員
の
方
々
が
、
各
市

町
村
、
各
競
技
団
体
に
お
い
て
た
く
さ

ん
存
在
さ
れ
る
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
、
安
全
、

安
心
な
ス
ポ
ー
ツ
現
場
を
実
現
す
る
た

め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す

が
、
社
会
に
お
い
て
そ
の
活
動
を
認
識

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
皆
様
と
共
に
少

し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
指
導
と
ご
厚
誼
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
三
十
年
度
茨
城
県
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
総
会
の
席
上
に

お
き
ま
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
功
労

賞
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

ご
推
薦
を
頂
き
ま
し
た
、
茨
城
県
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
、
並
び
に
同
県

北
支
部
の
皆
々
様
方
の
ご
尽
力
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

省
み
ま
す
と
、
私
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

は
、
長
女
が
小
四
の
時
に
複
合
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
入
団
し
た
こ
と
か
ら
で
し

た
。
団
長
に
資
格
取
得
を
勧
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
不
安
が
る
私
に
体
協
の
方
か

ら
、「
こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
に
資
格
を

取
っ
て
、
お
手
伝
い
を
し
て
頂
き
た
い

の
で
す
」
の
言
葉
に
背
中
を
押
し
て
頂

き
、
認
定
育
成
員
の
資
格
を
取
得
し
、

地
域
の
体
育
振
興
会
の
お
手
伝
い
等
を

し
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、
ア

シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を

取
得
し
て
現
在
に
至
っ
て
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平成 30年度  本協議会事業計画書
１、方　　　針
　１）地域住民のスポ－ツ活動のニ－ズに対応して、生涯
　　　にわたるスポ－ツ活動への協力と支援を通じてスポ
　　　－ツ指導者の社会的地位向上に努める。
　２）資格保有者相互の親睦と連携に努めて、指導者とし
　　　て資質や指導力の向上を図り、スポ－ツ活動の
　　　推進に努める。
　３）公認スポ－ツ指導者の本協議会へ会員入会の促進を
　　　積極的に努める。
　４）地域総合型スポ－ツ活動への参画に努める。
２、目　　　標
　１）本協議会の組織充実を図る。
　　①本協議会の組織体制を図り、支部組織の充実に努め
　　　る。
　　②市町村及び競技団体との連携・協調に努める。
　　③有資格者の会員入会（新規入会及び更新入会）の促
　　　進を積極的に推進する。
　２）義務研修会 ( 全県研修・地区研修・ライブオンセミ
　　　ナ－）を開催して、資質と指導力の向上を図る。
　３）普及広報活動を充実させて、交流と情報交換を図る。
　４）公益財団法人茨城県体育協会及び市町村体育協会事
　　　業への協力体制を充実させる。
　５）競技団体との連携強化を図る。
　６）関東ブロックスポ－ツ指導者協議会の情報交換と連
　　　携協力する。
３、事　　　業
　１）平成３０年度公益財団法人茨城県体育協会事業協力
　　①平成３０年度茨城県スポ－ツ指導者研修会・全県研
　　　修
　　　⑴期　　日　　平成３０年８月１２日 ( 日 )
　　　　　　　　　　１０時開会～１４時４５分閉会
　　　⑵会　　場　　水戸市・ケ－ズデンキスタジアム
　　　　　　　　　　水戸・多目的室
　　　⑶参 加 料　　会　員　￥１, ０００円
　　　　　　　　　　非会員　￥２, ０００円
　　　⑷参加定員　　２３０名予定
　　　⑸主　　管　　水戸支部及び研修委員会
　　　⑹運営委員　　２６名（水戸支部役員・研修委員会
　　　　　　　　委員・本部役員・総務委員・広報委員）
　　②平成３０年度茨城県スポ－ツ指導者研修会・県南地
　　　区研修
　　　⑴期　　日　　平成３０年１１月１１日 ( 日 )
　　　　　　　　　　１０時開会～１４時４５分閉会
　　　⑵会　　場　　阿見町・本郷ふれあいセンター予定
　　　⑶参 加 料　　会　員　￥１, ０００円
　　　　　　　　　　非会員　￥２, ０００円
　　　⑷参加定員　　１８０名予定
　　　⑸主　　管　　県南支部
　　　⑹運営委員　　２０名 ( 県南支部役員・本部役員 )
　　③平成３０年度茨城県スポ－ツ指導者研修会・県北地
　　　区研修
　　　⑴期　　日　　平成３１年２月３日 ( 日 )
　　　　　　　　　　１０時開会～１４時４５分閉会
　　　⑵会　　場　　日立市・十王総合健康福祉センタ－
　　　　　　　　　　『ゆうゆう十王』
　　　⑶参 加 料　　会　員　￥１, ０００円
　　　　　　　　　　非会員　￥２, ０００円
　　　⑷参加定員　　１００名予定
　　　⑸主　　管　　県北支部
　　　⑹運営委員　　２０名 ( 県北支部役員・本部役員 )
　　④平成３０年度公益財団法人日本スポ－ツ協会ライブ
　　　オンセミナ－協力
　　　⑴期　　日　　平成３０年６月２９日 ( 金 )・
　　　７月５日 ( 木 )・７月１１日 ( 水 )・１９時～２１時
　　　⑵会　　場　　水戸市内予定
　　　⑶参 加 料　　￥５, ４００円 ( 日本スポ－ツ協会の
　　　　　　　　　　　　　　　　　指定口座に振込み )
　　　⑷参加申込先　公益財団法人日本スポ－ツ協会
　　　⑸参加定員　　８０名予定
　　　⑹主　　催　　公益財団法人日本スポ－ツ協会
　　　⑺主　　管　　公益財団法人茨城県体育協会
　　　⑻運営委員　　若干名 ( 茨城県体育協会職員 )
　２）平成３０年度本協議会会報発行
　　①会報第７７号発行
　　　⑴ペ－ジ数　　８～１０ぺ－ジ予定
　　　⑵依 頼 日　　５月中旬予定
　　　⑶依 頼 先　　会長・専門委員長・茨城県体育協会・
　　　　　　本協議会受賞者・支部だより・みんなの広場
　　　⑷発 行 日　　平成３０年８月１５日予定
　　　⑸発 行 先　　６支部会員・県外会員及び新規入会
　　　　　　　　　　会員
　　　⑹発行数　　　１, ６００部予定　　　　　　　　　
　　②会報第７８号発行
　　　⑴ペ－ジ数　　８～１０ぺ－ジ予定
　　　⑵依 頼 日　　１２月下旬予定
　　　⑶依頼先会長・事務局長・顧問・茨城県体育協会・
　　　　日本スポ－ツ協会受賞者・支部だより
　　　　みんなの広場　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　⑷発 行 日　　平成３１年３月１５日予定
　　　⑸発 行 先　　６支部会員・県外及び新規入会会員

　　　⑹発 行 数　　１, ６００部予定
　３) 平成３０年度全国スポ－ツ指導者連絡会議
　　①平成３０年度関東ブロックスポ－ツ指導者協議会総
　　　会
　　　⑴期　　日　　平成３０年月　　日 (　) 予定
　　　⑵会　　場　　東京都・岸記念体育館予定
　　　⑶出 席 者　　３名 ( 関東ブロック役員・照沼会長・
　　　　　　　　　　鈴木会計・大畠理事 ) 予定
　　②平成３０年度関東ブロックスポ－ツ指導者協議会研
　　　修懇親会 ( 宿泊 )
　　　⑴期　　日　　平成３０年６月１７日 ( 日 ) ～
　　　　　　　　　　１８日 ( 月 ) 内定
　　　⑵会　　場　　群馬県・伊香保温泉
　　　⑶参 加 者　　若干名 ( 照沼会長他 ) 予定
　　③平成３０年度第１回関東ブロックスポ－ツ指導者協
　　　議会役員会
　　　⑴期　　日　　平成３０年月　　日 (　)・１４時～
　　　　　　　　　　１７時予定
　　　⑵会　　場　　東京都・岸記念体育館予定
　　　⑶出 席 者　　３名 ( 関東ブロック役員・照沼会長・
　　　　　　　　　　鈴木会計・大畠理事 ) 予定
　　④平成３０年度第２回関東ブロックスポ－ツ指導者協
　　　議会役員会
　　　⑴期　　日　　平成３０年月　　日 (　)・１４時～
　　　　　　　　　　１７時予定
　　　⑵会　　場　　東京都・岸記念体育館予定
　　　⑶出 席 者　　３名 ( 関東ブロック役員・照沼会長・
　　　　　　　　　　鈴木会計・大畠理事 ) 予定
　　⑤平成３０年度第１回全国スポ－ツ指導者連絡会議
　　　( 幹事会・全体会・分科会 )
　　　⑴期　　日　　平成３０年　　月　　日 (　) 予定
　　　⑵会　　場　　東京都・岸記念体育館予定
　　　⑶出 席 者　　１名 ( 茨城代表・照沼会長 ) 予定
　　⑥平成３０年度第２回全国スポ－ツ指導者連絡会議
　　　( 幹事会・全体会・分科会 )
　　　⑴期　　日　　平成３０年１２月　　日 ( 金 ) 予定
　　　⑵会　　場　　東京都・岸記念体育館予定
　　　⑶出席者　　１名 ( 茨城代表・照沼会長 ) 予定
　　⑦平成３０年度公認スポ－ツ指導者全国研修会
　　　⑴期　　日　　平成３０年１２月　　日 ( 土 ) 予定
　　　⑵会　　場　　東京都・ＴＫＰガ－デンシティ品川
　　　　　　　　　　予定
　　　⑶出席者　　若干名 ( 参加希望者 ) 予定
　　⑧平成３０年度公益財団法人日本スポ－ツ協会公認ス
　　　ポ－ツ指導者表彰受賞者
　　　⑴期　　日　　平成３０年１２月　　日 ( 土 ) 予定
　　　⑵会　　場　　東京都・ＴＫＰガ－デンシティ品川
　　　　　　　　　　予定
　　　⑶受賞者　　若干名 ( 本協議会推薦者 ) 予定
　４）平成３０年度公益財団法人日本スポ－ツ協会公認ス
　　　ポ－ツ指導者表彰推薦者
　　①県北支部・推薦者は事務局預かり
　　②水戸支部・推薦者無し　③中央支部・小堀英樹様　
　　④鹿行支部・推薦者無し　⑤県南支部・推薦者無し
　　⑥県西支部・角谷俊二様
　　⑦常任理事会・吉田広光様・青柳薫光様
　５）平成３０年度茨城県スポ－ツ指導者協議会表彰推薦
　　　者（功労賞・感謝状）
　　①県北支部・高松淑子様 ( 功労賞 ) 
　　②水戸支部・推薦者無し　③中央支部・推薦者無し　
　　④鹿行支部・推薦者無し　⑤県南支部・推薦者無し
　　⑥県西支部・推薦者無し
　６）平成３０年度本協議会各種会議等開催計画
　　①総　　会　　平成３０年４月２２日 ( 日 )
　　　　　　　　　会　　場　　水戸市・内原中央公民館
　　　　　　　　　　　　　　　二階視聴覚室
　　②常任理事会　３回計画／年 ( １０月下旬・１月下旬・
　　　　　　　　　３月中旬 ) 予定
　　　　　　　　　会　　場　　水戸市・内原中央公民館
　　　　　　　　　　　　　　　二階円卓室
　　③理 事 会　　２回計画／年 ( ４月中旬・２月下旬 )
　　　　　　　　　予定
　　　　　　　　　会　　場　　水戸市・内原中央公民館
　　　　　　　　　　　　　　　二階円卓室
　　④事務局会議　２回計画／年 ( ８月中旬・３月中旬 )
　　　　　　　　　予定
　　　　　　　　　会　　場　　水戸市・内原中央公民館
　　　　　　　　　　　　　　　二階会議室
　　⑤専門委員会
　　　⑴総務委員会２回計画／年 ( １０月下旬・１月下旬 )
　　　　予定
　　　　　　　　　会　　場　水戸市・内原中央公民館
　　　　　　　　　　　　　　二階会議室
　　　⑵研修委員会３回計画／年 ( ５月下旬・７月中旬・
　　　　８月中旬 ) 予定
　　　　　　　　　会　　場　水戸市・ケ－ズデンキスタ
　　　　　　　　　　　　　　ジアム水戸・多目的室
　　　⑶広報委員会２回計画／年 ( ６月・２月 ) 予定
　　　　　　　　　会　　場　水戸市・内原中央公民館
　　　　　　　　　　　　　　二階会議室



　⑸ 茨城県スポーツ指導者協議会会報 　　第 77 号　

項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考
１． 会 費 1,400,000 1,180 ,000 △ 220,000 4,000 円× 295 名
２． 助 成 金 200,000 200,000 0 公益財団法人茨城県体育協会（29 年度）
３． 繰 越 金 95,642 95,642 0 前年度繰越金（28 年度）
４． 雑 収 入 34,358 21,142 △ 13,216 利息・返金

合　　　計 1,730,000 1,496 ,784 △ 233,216

項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考
１． 会 議 費 170,000 135,416 △ 34,584

総 会 28,000 18,628 △ 9,372 切手・事務品・飲料・会場使用
常 任 理 事 会 15,000 14,524 △ 476 切手・事務品・飲料・会場使用
理 事 会 22,000 20,128 △ 1,872 切手・事務品・飲料・会場使用
総 務 委 員 会 20,000 0 △ 20,000 切手・事務品・飲料・会場使用・交通・手当
研 修 委 員 会 45,000 44,240 △ 760 切手・事務品・飲料・会場使用・交通・手当
広 報 委 員 会 40,000 37,896 △ 2,104 切手・事務品・飲料・会場使用・交通・手当

２． 事 務 費 555,000 343,006 △ 211,994
旅 費 100,000 27,500 △ 72,500 研修会・各種会議
役 務 費 50,000 50,000 0 会長・事務局長
消 耗 品 費 100,000 65,389 △ 34,611 事務用品
食 料 費 15,000 2,169 △ 12,831 監査・事務局
印 刷 コ ピ ー 費 50,000 55,442 5,442 封筒印刷・コピー
通 信 費 200,000 119,574 △ 80,426 切手・ゆうパック
備 品 費 40,000 22,932 △ 17,068 メモリー・ゴム印他

３． 事 業 費 570,000 495,079 △ 74,921
会 報 印 刷 費 230,000 158,400 △ 71,600 会報第 75 号・第 76 号印刷
会 報 発 送 費 230,000 234,258 4,258 会報第 75 号・第 76 号送料
研 修 費 50,000 28,941 △ 21,059 全県・地区研修会事務品
派 遣 費 60,000 73,480 13,480 関東ブロ会議・地区研修会

４． 支 部 活 動 費 380,000 380,000 0
県 北 活 動 費 70,000 70,000 0 支部研修会・支部便り
水 戸 活 動 費 30,000 30,000 0
中 央 活 動 費 90,000 90,000 0 全県研修会・支部講習会
鹿 行 活 動 費 80,000 80,000 0 地区研修会・支部研修会・支部便り
県 南 活 動 費 40,000 40,000 0 支部便り
県 西 活 動 費 70,000 70,000 0 地区研修会・支部講習会

５． 負 担 金 3,000 10,000 7,000 関東ブロックスポーツ指導者協議会
６． 雑 費 40,000 44,234 4,234 手数料・賞状・額・包装・関ブロ結成参加
７． 予 備 費 12,000 0 △ 12,000

合　　　計 1,730,000 1,407 ,735 △ 322,265

平成 29年度　収支決算報告書（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日）
収入の部

支出の部

（単位：円）

（単位：円）

収入合計　　　1,496,784 円　　　　　※上記のとおりご報告いたします。
支出合計　　　1,407,735 円　　　　　　なお、差引き残金は平成 30 年度本協議会収支予算書に繰り越しいたします。
差引残金　　　 89,049 円

項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考
１． 会 費 1,240,000 1,400 ,000 △ 160,000 4,000 円× 310 名
２． 助 成 金 200,000 200,000 0 公益財団法人茨城県体育協会（30 年度）
３． 繰 越 金 89,049 95,642 △ 6,593 前年度繰越金（29 年度）
４． 雑 収 入 20,951 34,358 △ 13,407 利息・返金

合　　　計 1,550,000 1,730 ,000 △ 180,000

項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考
１． 会 議 費 167,000 170,000 △ 3,000

総 会 25,000 28,000 △ 3,000 切手・事務品・飲料・会場使用
常 任 理 事 会 20,000 15,000 5,000 切手・事務品・飲料・会場使用
理 事 会 22,000 22,000 0 切手・事務品・飲料・会場使用
総 務 委 員 会 15,000 20,000 △ 5,000 切手・事務品・飲料・会場使用・交通・手当
研 修 委 員 会 45,000 45,000 0 切手・事務品・飲料・会場使用・交通・手当
広 報 委 員 会 40,000 40,000 0 切手・事務品・飲料・会場使用・交通・手当

２． 事 務 費 435,000 555,000 △ 120,000
旅 費 80,000 100,000 △ 20,000 研修会・会議（総会・常任理事会・理事会） 
役 務 費 50,000 50,000 0 会長・事務局長
消 耗 品 費 85,000 100,000 △ 15,000 事務用品
食 料 費 15,000 15,000 0 監査・事務局
印 刷 コ ピ ー 費 50,000 50,000 0 封筒印刷・コピー
通 信 費 125,000 200,000 △ 75,000 切手・ゆうパック
備 品 費 30,000 40,000 △ 10,000 メモリー

３． 事 業 費 490,000 570,000 △ 80,000
会 報 印 刷 費 170,000 230,000 △ 60,000 会報第 77 号・第 78 号印刷
会 報 発 送 費 240,000 230,000 10,000 会報第 77 号・第 78 号送料
研 修 費 30,000 50,000 △ 20,000 全県研修会・地区研修会諸経費
派 遣 費 50,000 60,000 △ 10,000 関東ブロック会議

４． 支 部 活 動 費 395,000 380,000 15,000
県 北 活 動 費 85,000 70,000 15,000 地区研修会・支部研修会・支部便り
水 戸 活 動 費 70,000 30,000 40,000 全県研修会・支部講習会
中 央 活 動 費 70,000 90,000 △ 20,000 義務研修会・支部講習会
鹿 行 活 動 費 55,000 80,000 △ 25,000 支部研修会・支部便り
県 南 活 動 費 65,000 40,000 25,000 地区研修会・支部便り
県 西 活 動 費 50,000 70,000 △ 20,000 支部研修会

５． 負 担 金 10,000 3,000 7,000 関東ブロックスポーツ指導者協議会
６． 雑 費 40,000 40,000 0 手数料他
７． 予 備 費 13,000 12,000 1,000

合　　　計 1,550,000 1,730 ,000 △ 180,000

平成 30年度　収支予算書（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日）
収入の部

支出の部

（単位：円）

（単位：円）

収入合計　　　1,550,000 円　　　　　※上記のとおりご提案いたします。
支出合計　　　1,550,000 円　　　　　　
差引残金　　　 0 円



　

平
成
二
十
九
年
度
は
、
県
南
便
り
を

二
回
発
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
県
南

支
部
は
有
資
格
者
数
、
会
員
数
も
一
番

多
い
支
部
に
も
関
わ
ら
ず
、
県
南
支
部

活
動
が
低
迷
致
し
て
お
り
、
支
部
長
と

し
て
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
は
県
南
地
区
研
修
会
が
、
十
一
月
に

阿
見
町
「
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
昨
年
は
受
講
者

数
が
、
約
百
名
弱
で
し
た
。
会
場
の
定

員
数
は
百
八
十
名
な
の
で
、
ふ
る
っ
て

参
加
し
て
下
さ
い
。
今
年
度
か
ら
会
員

千
円
非
会
員
二
千
円
の
参
加
料
と
な
り

ま
し
た
。
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
お
願
い
致
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
度
も
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
不
祥
事

が
相
も
変
わ
ら
ず
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し

て
お
り
ま
す
。
根
気
よ
く
ス
ポ
ー
ツ
界

か
ら
の
暴
力
根
絶
と
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ

フ
ァ
ー
ス
ト
の
指
導
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
指
導
者
養
成
講
習
会
の
講

師
を
四
回
程
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
役

割
」
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。
失
敗
を

恐
れ
ず
い
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
か
を

評
価
し
、「
出
来
た
」
と
い
う
成
功
体

験
を
味
合
わ
せ
る
。
子
供
た
ち
に
失
敗

か
ら
学
ぶ
体
験
を
通
し
、「
考
え
る
力
」

を
養
っ
て
い
く
。
指
導
者
も
学
ぶ
こ
と

を
止
め
た
ら
、
指
導
者
を
止
め
る
覚
悟

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

指
導
者
義
務
研
修
会
に
、
多
数
の
参

加
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

　

去
る
五
月
二
十
日
（
日
）
日
立
市
女

性
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
平
成
三
十
年

度
県
北
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
恒
例
と
な
っ
て
い
る
実
技

研
修
と
し
て
、
二
年
前
に
紹
介
し
た
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
「
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ

プ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
ボ
ケ
防
止
」
に
良
い
と
指
導
者
か

ら
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は
半
信
半
疑
で

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
ま
し
た
が
、
納

得
し
た
表
情
で
心
地
良
い
汗
を
か
き
な

が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
平
成
三
十
九
年
度
の
活
動

報
告
と
平
成
三
十
年
度
の
事
業
計
画（
案
）

が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
の
事
業
は
、

・
役
員
会
（
月
一
回
）
の
開
催

・
委
員
会
（
随
時
）
の
開
催

・
会
報
「
あ
み
ー
ご
」（
年
二
回
）
の

　

発
行

・
近
隣
市
町
村
へ
の
運
営
協
力
と
し
て

　

日
立
さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
給
水

・
女
性
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
へ
の
協
力

・
県
北
地
区
研
修
会
の
開
催
な
ど
を
中

心
と
し
た
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
隔
年
開
催
さ
れ
る
県
北

地
区
研
修
会
の
会
場
を
「
十
王
ゆ
う
ゆ

う
ホ
ー
ル
」
に
移
し
、
多
く
の
指
導
者

の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
け
る
研
修
会
と

　

平
成
三
十
年
度
は
、四
月
一
日
（
日
）

の
支
部
総
会
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
松
戸
体
育
館
研
修
室

に
於
い
て
、
平
成
二
十
九
年
度
、
事
業

決
算
、
監
査
。
三
十
年
度
事
業
計
画
予

算
・
報
告
、
審
議
を
と
ど
こ
お
り
な
く

終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
の
支
部
研
修
会
を
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
義
務
研
修
の
公
認

資
格
更
新
事
業
と
し
て
、
五
月
十
三
日

（
日
）
笠
松
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
会

議
室
に
於
い
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

講
演
１
の
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学
で
は
、

心
肺
機
能
を
高
め
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方

法
と
い
う
演
題
で
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
ま
し
た
。
人
体
の
骨
の
模
型
を
使

っ
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な
講
義
で
、
毎
度
の

事
な
が
ら
藤
枝
講
師
の
人
間
味
あ
ふ
れ

る
、
素
晴
ら
し
い
時
間
で
し
た
。

　

大
塚
製
薬
株
式
会
社
の
水
戸
支
店
、

竹
下
さ
ん
に
、
ス
ラ
イ
ド
と
冊
子
で
最

新
の
情
報
を
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

講
演
２
の
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
方
法
に

お
き
ま
し
て
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
懸
案
で
あ
る
暴
力
・
反
論
理
的
行
為

根
絶
の
意
識
の
高
揚
を
、
心
か
ら
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
、
学
校
の
部
活
動
に
対
し
て
の

先
生
方
へ
の
対
応
、
郊
外
指
導
者
へ
の

対
応
の
変
化
を
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

資
料
を
基
に
し
て
、
照
沼
講
師
に
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
と
し
て
の
現
況
と
時
代
の
変
化
に

つ
い
て
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
コ

ー
チ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
事
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

研
究
協
議
の
時
間
は
、
中
央
支
部
事

務
局
発
進
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
早
七
年
、
風
化
気
味
の
意
識
の
中
に

今
だ
に
時
折
起
こ
る
大
き
め
の
地
震

に
、
あ
の
時
の
瞬
間
を
想
い
出
す
昨
今

で
す
。
比
較
的
に
被
害
が
少
な
か
っ
た

自
分
と
は
逆
に
、
今
で
も
あ
の
時
を
想

い
、
大
変
な
想
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
々
の
事
を
思
う
と
心
が
痛
み
ま
す
。

防
災
チ
ェ
ッ
ク
の
再
考
と
い
う
資
料
を

ひ
も
と
き
な
が
ら
、
家
族
全
員
の
防
災

意
識
の
共
有
と
共
に
、
指
導
者
と
し
て

有
事
の
時
の
あ
り
方
へ
の
意
識
向
上
に

気
を
引
き
締
め
た
い
物
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
の
支
部
講
習
会
は
、    

恒
例
の
救
急
救
命
講
習
会
を
、
ひ
た
ち

な
か
市
田
彦
消
防
署
会
議
室
で
開
催
出

来
ま
し
た
。
平
素
か
ら
様
子
を
し
っ
か

り
見
る
事
で
、
大
き
な
病
気
へ
の
予
防

に
気
を
配
る
事
と
か
、
良
い
お
話
が
伺

え
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
と
意
義
を
詳
し
く
理
解
し
て
、
そ

の
時
に
声
を
出
す
勇
気
の
大
事
さ
を
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
支
部
事

業
と
し
て
継
続
す
る
意
義
を
新
た
に
致

し
ま
し
た
。
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な
る
よ
う
役
員
会
で
計
画
し
て
い
き
ま

す
。水

戸
支
部
は
、
平
成
二
十
九
年
中
に

普
通
救
命
講
習
会
の
開
催
の
予
定
で
あ

り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
昨
年
は
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
員
の
皆
様

方
に
は
、
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
事

大
変
申
し
訳
な
く
誠
に
恐
縮
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
の
総
会
を
、
五
月
十

三
日
、
上
中
妻
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
し
、「
救
急
救
命
講
習
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
と
し
て

は
、
二
十
五
名
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ

き
、
初
め
に
八
時
三
十
分
よ
り
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
三
十
年
度
の
事
業
活

動
な
ど
を
審
議
し
、
水
戸
支
部
の
総
会

が
終
了
し
ま
し
た
。
九
時
三
十
分
よ
り

水
戸
地
区
救
急
普
及
協
会
よ
り
、
四
名

の
講
師
の
方
に
講
習
を
受
け
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
中
で
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
、
十
四
名
の
参
加
者
の
方
は

再
講
習
で
あ
り
ま
し
た
が
、
六
名
の
方

が
初
め
て
の
講
習
で
し
た
。
救
急
普
及

協
会
の
講
師
の
皆
様
に
は
、
終
了
ま
で

貴
重
な
時
間
を
臆
す
る
事
な
く
行
動
で

き
る
様
に
と
適
正
な
話
が
あ
り
、
知
識

を
自
分
の
物
に
身
に
つ
け
、
日
々
の
活

動
を
す
る
上
で
、
大
事
な
講
習
会
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

数
字
の
「
三
」
は
私
た
ち
の
生
活
に

お
い
て
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
な
る
数
字

だ
そ
う
で
す
。
そ
の
一
つ
に
人
生
の
三

徳
と
い
う
言
葉
「
笑
い
」・「
感
動
」・

「
愛
」
だ
そ
う
で
す
。

　

三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
、
失
敗
す

れ
ば
三
度
の
正
直
と
か
、
水
戸
は
三
名

は
「
光
圀
」・「
斉
昭
」・「
慶
喜
」
だ
そ

う
で
す
。

　

三
は
私
達
が
生
活
の
た
め
の
キ
ー
ワ

ー
ド
の
数
字
で
、
仲
間
と
再
認
識
し
な

が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
う
こ
の
頃
で

す
。例

年
支
部
活
動
は
、
支
部
役
員
会
を

開
き
、
研
修
内
容
や
支
部
の
課
題
等
の

解
決
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
年
一
回
、
支
部
だ
よ
り
を
発
行
し

て
、
支
部
研
修
会
（
二
年
に
一
度
は
、

義
務
研
修
会
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

鹿
行
支
部
の
会
員
数
は
、
平
成
三
十

年
三
月
末
現
在
で
、
有
資
格
者
は
百
九

十
七
名
、
会
員
数
百
名
で
す
。
パ
ー
セ

ン
テ
ー
ジ
で
言
え
ば
約
五
十
・
七
六
％

で
す
が
、
全
県
的
に
み
て
も
同
じ
よ
う

な
数
字
で
す
。

こ
の
数
字
か
ら
み
る
本
協
議
会
の
課

題
は
、
同
じ
有
資
格
者
で
も
会
員
と
非

会
員
に
分
か
れ
て
い
て
、
非
会
員
の
数

が
半
々
と
い
う
こ
と
で
す
。
市
町
村
に

お
け
る
有
資
格
者
の
活
用
は
、
そ
の
点

は
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
協
力
的
か
ど

う
か
で
決
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村

単
位
で
は
、
協
議
会
の
組
織
が
な
い
た

め
、
ど
の
よ
う
な
資
格
を
持
っ
た
人
が

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
鹿
行
支
部
の
場
合

は
、
役
員
に
各
市
町
村
の
ス
ポ
ー
ツ
行

政
担
当
者
が
一
名
ず
つ
入
っ
て
お
り
、

情
報
交
換
や
合
同
研
修
会
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
組
織
と
し
て

活
用
が
図
れ
て
い
ま
せ
ん
。

鹿
行
支
部
の
課
題
は
、
新
し
く
役
員

に
な
る
人
が
い
な
い
こ
と
で
す
。
支
部

の
研
修
会
を
実
施
し
て
も
参
加
者
は
少

な
く
、
支
部
の
意
義
を
伝
え
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。
原
因
の
一
つ
と
し
て

は
、
会
員
で
な
い
人
に
広
報
紙
を
配
布

し
て
い
な
い
の
で
、
本
協
議
会
の
活
動

を
知
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
や

役
員
に
な
る
と
負
担
感
が
あ
り
、
新
た

な
役
員
に
な
る
人
が
い
ま
せ
ん
。
こ
の

現
状
が
続
け
ば
、
支
部
の
解
体
も
そ
う

遠
い
話
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

解
決
策
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
何
回

か
提
案
を
し
て
い
ま
す
が
、
全
員
が
協

議
会
に
入
会
す
る
の
が
、
ベ
ス
ト
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
有
資
格

者
全
員
を
会
員
と
し
て
登
録
し
て
も
ら

う
シ
ス
テ
ム
な
ど
へ
の
変
更
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？
す
る
と
、
役
員
の
選
出

に
も
幅
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
会
員
の
皆
様
に
は
、
要
望
や

問
題
提
起
を
お
願
い
し
、
益
々
、
本
協

議
会
が
よ
り
良
く
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　⑺ 茨城県スポーツ指導者協議会会報 　　第 77 号　
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県
西
支
部
、
平
成
三
十
年
度
支
部
総

会
を
久
し
ぶ
り
に
古
河
市
中
央
公
民
館

で
、平
成
三
十
年
四
月
二
十
八
日
（
土
）

午
前
九
時
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

他
支
部
で
も
総
会
出
席
会
員
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
県
西
支
部
も
同
様
で

今
年
度
は
総
会
後
、
支
部
研
修
会
を
企

画
し
ま
し
た
。「
理
想
的
な
指
導
者
」

と
題
し
て
出
欠
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
例

年
以
上
の
出
席
者
の
参
加
を
頂
き
ま
し

た
。

　

支
部
総
会
に
つ
い
て
は
県
西
支
部
会

員
百
七
十
五
名
に
対
し
、
出
席
十
八
名

（
当
日
欠
席
二
名
）、
欠
席
委
任
百
三
十

一
名
、
未
連
絡
二
十
六
名
で
し
た
。
平

成
二
十
九
年
度
の
支
部
活
動
報
告
、
決

算
報
告
、
平
成
三
十
年
度
の
支
部
活
動

計
画
、
支
部
予
算
を
審
議
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
の
中
で
、
日
本
体
育

協
会
は
四
月
一
日
〜
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
に
名
称
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
各
地
区
の
体

育
協
会
と
の
関
係
（
連
携
）
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
特
に
指
導
者
名
簿
に
つ

い
て
の
事
が
主
で
し
た
。（
名
簿
の
提

供
に
つ
い
て
）
あ
る
地
区
で
指
導
者
の

名
簿
が
ほ
し
い
と
話
が
あ
り
、
名
簿
の

流
れ
は
①
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
↓
②
県

体
協
↓
③
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
と

流
れ
て
来
る
が
個
人
情
報
の
為
、
名
簿

は
出
せ
な
い
と
の
返
事
が
あ
っ
た
と
の

事
で
し
た
。（
一
部
出
せ
る
と
の
返
事

が
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
Ｎ
Ｇ
と
の

事
）
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、競
技
力
向
上
等
、

平
行
し
て
進
め
て
い
く
為
に
は
、
指
導

者
の
協
力
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
の
為

に
は
名
簿
が
必
要
で
あ
り
、
当
然
の
事

だ
と
思
う
。
総
会
の
中
で
は
答
え
は
だ

せ
な
か
っ
た
が
再
度
、
県
体
協
の
事
業

課
長
に
確
認
す
る
事
に
な
っ
た
。

　

総
会
後
の
研
修
会
に
は
、
古
河
市
の

ス
ポ
ー
ツ
推
薦
委
員
（
六
名
）
も
参
加
。

講
師
の
先
生
は
公
益
社
団
法
人
、
日
本

綱
引
き
連
盟
、
副
会
長
、
東　

敏
昭
先

生
に
講
義
を
頂
い
た
。
①
指
導
者
は
常

に
学
び
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
自

己
啓
発
、
自
己
投
資
。
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
信
頼
関
係
。
③
プ
レ
イ
ヤ
ー

ズ
フ
ァ
ー
ス
ト
。
④
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し

く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
⑤
ト
リ
プ
ル

Ａ
作
戦
Ⓐ
あ
い
さ
つ
Ⓐ
あ
く
し
ゅ
Ⓐ
あ

り
が
と
う
⑥
思
い
や
り
・
・
・
等
々
、

一
時
間
三
十
分
の
講
演
で
し
た
が
時
間

が
立
つ
の
を
忘
れ
る
く
ら
い
の
内
容
で

し
た
。
東
先
生
と
の
出
会
い
は
綱
引
き

指
導
員
資
格
取
得
講
習
会
で
講
義
を
受

け
た
縁
で
知
り
合
い
ま
し
た
。
来
年
、

茨
城
国
体
で
古
河
市
で
公
開
競
技
と
し

て
「
綱
引
き
」
協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

各
支
部
の
役
員
の
方
、
又
、
会
員
の
方

々
に
も
茨
城
国
体
関
係
競
技
に
携
わ
る

方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。

　

お
互
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

第
七
十
七
号
会
報
発
行

に
当
た
り
皆
様
に
原
稿
を

賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ご
愛
読
い
た
だ
け
る
会

報
と
な
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
寄
せ
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　⑻　茨城県スポーツ指導者協議会会報　第 77 号　

次
回
の
会
報
七
十
八
号
発
行
は

　

平
成
三
十
一
年
三
月
（
予
定
）
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マ
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部
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（
水
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中
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支
部
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櫻
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孝
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部
）
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西
支
部
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鈴
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（
事
務
局
長
）
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編
集
後
記

広
報
委
員
会

会
員
入
会
協
力
へ
の

お
ね
が
い

　

会
員
の
皆
様
、
有
資
格
者
の
お

仲
間
に
、
会
員
入
会
を
お
勧
め
い

た
だ
け
る
様
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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康 
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務 
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長

県
西
支
部


